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は 4%で収縮が促進し，10%では抑制された．また直腸は 4%または 10%の投
与で，用量依存的に運動が抑制された．  






に大建中湯（75 mg/kg）を投与した群の 4群に分け，Tail Flick Testに
て熱刺激に対する疼痛閾値を測定した．大建中湯の投与はモルヒネの鎮痛
作用に影響しなかった．次に，同様に群分けしたマウスより上部小腸と直










対する阻害作用はなく， ICC 減少の抑制が関与していると考えられる． 
